
⽇本のインパクトニーズ特定について
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 ポジティブ・ネガティブインパクトの特定・評価にあたっては、我が国に特に関連が強いないしは弱いと考えら
れるインパクトニーズを考慮する必要があるのではないか。

 参考資料2-2において、⽇本のインパクトニーズの特定を検討するプロセスの⼀例として、UNEP FI によ
る「インパクトの発現するカテゴリ」をその⼟台とし、

 国外からの視点として、「SDGsインデックス＆ダッシュボード」における⽇本の達成度評価
 国内からの視点として、⽇本政府による「SDGs実施指針」8分野

を⽤い、我が国への関連の強弱を評価した。

 事業活動が⽇本国内に限定される場合、特定した⽇本のインパクトニーズは、ニーズの⾼いカテゴリを絞り
込む、またはニーズが低いカテゴリの分析を簡素化する材料としての活⽤が考えられるのではないか。
（※⽇本のインパクトニーズの特定⽅法・詳細は今後の検討課題。）
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⽇本のインパクトニーズ特定について

UNEP FI インパクトカテゴリ ⽔ ⾷糧 住居 健康・衛⽣ 教育 雇⽤ エネルギー 移動⼿段 情報 ⽂化
・伝統

⼈格と
⼈の安全保障 正義 強固な制度

・平和・安定
⽇本のスコア 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

1．貧困をなくそう 2
2．飢餓をゼロ 3 〇
3．すべての⼈に健康と福祉を 2 〇
4．質の⾼い教育をみんなに 1 〇 〇
5．ジェンダー平等を実現しよう 4 〇 〇
6．安全な⽔とトイレを世界中に 2 ◎ 〇
7．エネルギーをみんなに そしてクリーンに 3 〇
8．働きがいも経済成⻑も 2 〇 〇 〇
9．産業と技術⾰新の基盤をつくろう 1 〇 ◯ ◎
10．⼈や国の不平等をなくそう 3 〇 〇
11．住み続けられるまちづくりを 3 ◎ 〇 〇
12．つくる責任 つかう責任 4 〇
13．気候変動に具体的な対策を 4 〇
14．海の豊かさを守ろう 3
15．陸の豊かさも守ろう 3
16．平和と公正をすべての⼈に 2 〇 〇 〇
17．パートナーシップで⽬標を達成しよう 4
1 あらゆる⼈々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現 〇 〇
2 健康・⻑寿の達成 △ △ ●
3 成⻑市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション 〇 〇
4 持続可能で強靱な国⼟と質の⾼いインフラの整備 △ 〇 〇 〇
5 省・再⽣可能エネルギー、防災・気候変動対策、循環型社会
6 ⽣物多様性、森林、海洋等の環境の保全
7 平和と安全・安⼼社会の実現 〇 △
8 SDGs 実施推進の体制と⼿段

UNEP FI インパクトカテゴリ ⽔ ⼤気 ⼟壌 ⽣物多様性と
⽣態系サービス

資源効率
・安全性 気候 廃棄物 包摂的で

健全な経済 経済収斂

⽇本のスコア 4 2 1 1 1 4 2 1 1
1．貧困をなくそう 2 〇
2．飢餓をゼロ 3
3．すべての⼈に健康と福祉を 2 〇 〇
4．質の⾼い教育をみんなに 1 〇
5．ジェンダー平等を実現しよう 4 〇
6．安全な⽔とトイレを世界中に 2 ◎ ◯ 〇
7．エネルギーをみんなに そしてクリーンに 3 〇 〇
8．働きがいも経済成⻑も 2 〇 〇
9．産業と技術⾰新の基盤をつくろう 1 〇 〇 〇 〇
10．⼈や国の不平等をなくそう 3 〇 〇
11．住み続けられるまちづくりを 3 〇 〇 〇 ◯ 〇
12．つくる責任 つかう責任 4 〇 〇
13．気候変動に具体的な対策を 4 〇
14．海の豊かさを守ろう 3 〇 〇 〇
15．陸の豊かさも守ろう 3 〇 〇 〇
16．平和と公正をすべての⼈に 2
17．パートナーシップで⽬標を達成しよう 4 〇
1 あらゆる⼈々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現 ●
2 健康・⻑寿の達成
3 成⻑市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション 〇 ● △
4 持続可能で強靱な国⼟と質の⾼いインフラの整備 〇 〇
5 省・再⽣可能エネルギー、防災・気候変動対策、循環型社会 〇 ● ● ●
6 ⽣物多様性、森林、海洋等の環境の保全 〇 ● 〇 〇
7 平和と安全・安⼼社会の実現
8 SDGs 実施推進の体制と⼿段

⽇本政府「SDGs実施
指針」8分野

⼊⼿可能性、アクセス可能性、⼿ごろさ、品質(⼀連の固有の特徴がニーズを満たす程度)

⽇本政府「SDGs実施
指針」8分野

質（物理的・化学的構成・性質）と有効利⽤ ⼈と社会のための経済的価値創

SDGsインデックス＆
ダッシュボード評価

SDGsインデックス＆
ダッシュボード評価

凡例：

SDGsインデックス＆ダッシュボード評価
◎：UNEP FI分析ツールがスコア算出の指標として参照
〇：関連
⾚は「SDGsインデックス＆ダッシュボード」において
⽇本が特に取り組みが必要と指摘されたSDGs（但し、
17．パートナーシップについては投資対象とはならな
いため、表中は〇としなかった）。

⽇本政府「SDGs実施指針」8分野
〇：⽇本国内の事項として関連
△：⽇本国外の事項として関連
●：「SGDs実施指針」8分野と深く特に関連

・UNEP FIのインパクトカテゴリと⽇本のカントリースコアを⽤い、⽇本に特に関連が強いと考えられるカテゴリの特定を検討した。
・検討にあたっては、国外の視点として「SDGsインデックス＆ダッシュボード」評価、国外の視点として⽇本政府の制定する「SDGs実施指針」8分野を使⽤し、UNEP FIのインパクトカテゴリとの内容の重複・相関により、⽇本におけるニーズの強弱を特定した。
・この結果、

‐「⽔の⼊⼿可能性」「エネルギーの⼊⼿可能性」「正義」「強固な制度・平和・安定」「経済収斂」の5カテゴリについては、我が国においては⽐較的インパクトニーズが弱いカテゴリ
‐「気候」「資源効率・安全性」「⽣物多様性と⽣態系サービス」「廃棄物」「包摂的で健全な経済」「健康・衛⽣」の６カテゴリについては、我が国においては⽐較的インパクトニーズが強いカテゴリ

と考えられるのではないか。
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3
出所）⽇本政府SDGs推進本部「ＳＤＧｓアクションプラン２０２０〜２０３０年の⽬標達成に向けた「⾏動の１０年」の始まり〜」

⽇本政府「SDGs実施
指針」8分野
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4出所）持続可能な開発ソリューションネットワーク・ベルテルスマン財団「Sustainable Development Report 2019」(SDGsインデックスと
ダッシュボード)

SDGsインデックス＆
ダッシュボード
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